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バーゼルと TPP の妄想

代表取締役社長　古谷　周三

門外漢ながら、 偶々この二つの国際交渉を比較的近くで見る立場にいて、 双子のような類似性と

同時に、 奇妙なチグハグ感も感ずる。

類似点は二つある。 一つは、表向きのきれいな言葉、例えば 「21 世紀型の新たなルールがバリュー

チェーンを作り、 世界で最も豊かな地域にする」 とか 「より強靭な銀行及び金融システムの安定のた

めの世界的な枠組みを構築する」 といった建前とは裏腹に、実態は自国 （あるいは中の特定セクター）

にとって都合の良いルールの凄まじい押し付け合い、 エゴのぶつかり合いであることだ。 二つ目にそ

の交渉は、 複雑怪奇な仕組みの細部を変える駆け引きであり、 およそその手の専門集団 ・ 当事者で

なければ中身を窺い知ることができないことだ。 なまじ素人が口を出せる世界ではないという雰囲気が

濛々と漂っている。 「そんな生易しい世界じゃないんだよ」 というわけだ。

一方で、 チグハグ感はその方向性である。 同じルール作りでも両者は逆を向いているように見える。

TPP は全体としてヒト ・ モノ ・ カネ ・ 情報が域内を自由に往来できるように 「自由にする」、 参入障壁

を下げる発想なのに対して、 バーゼルは銀行の行動をどうやって 「不自由にするか」 に腐心する。

規制の網を広く、 かつ網の目は細かく、 各所で銀行の行動を牽制する。 巨大銀行を檻に入れる、 放

し飼いでも勝手なことをすると首が閉まる仕掛けだ。

思えばバーゼルⅢはリーマンショックの大反省に由来する。 金融危機の連鎖的副作用の大きさを

目の当たりに、 バーゼルⅢは市場の取締りルールのグローバル化に乗り出す。 ただし、 国境なく匿

名化した金融の時計の針は戻せないし、 市場優先自体を修正する発想があるわけではない。 だから

多分、 バーゼルには夢 ・理念はない。 20 年近く前に日本が目指した 「フリー、 フェア、 グローバル」

（何となく TPP を想起させる響きだ） のような 「なりたい姿」 は。 そこにあるのは、 市場参加者性悪説

を前提にした取締りの、 もしくは予防の対処療法なのである。 勢い、 大洪水に備えた巨大防潮堤を

築くような作業になる。

しかし、 これも一筋縄ではいきそうにない。 今や膨張した市場はエイリアンのように自在に姿を変え

神出鬼没である。 しかも決して満腹にならない。 当局連合軍のバーゼル委員会 ・ ＦＳＢ （金融安定

化理事会） は規制の網を幾重にも厳重にするが、 枠組みの裏をかくのはお手の物だ。 しかも敵には

国債を叩き売るという最終兵器もある。 決定的に怒らせるわけにはいかない。 そこで断続的に 「金融

緩和」 という餌を与える。 市場はチョコの味を覚えたヒグマよろしく、 常に空腹感にさいなまれ、 執念

深く、 時に凶暴な素顔を見せて餌を催促する。 餌を減らす時はかなり危険なゲームになる。 この微妙

な駆け引き、 きれいに言えば 「市場との対話」 である。

思うに、 バーゼルはＴＰＰが終わったところから始まっているのかもしれない。 もしＴＰＰが一部の識

者が指摘するように、 「大魚 （グローバル企業） が小魚を食う」 性格を内蔵しているならば （私には

そう見えるが）、 資本力、 価格力、 商品力に勝る大魚は、 魚影の濃いエリアに素早く群がって、 今ま

で以上に効率的に小魚を食っていくだろう。 国境を隔てて棲み分けていた生態系の、 再生産のメカ

ニズムは狂い始める。 それが小魚の世界にもプラスの循環をもたらせばいいが、大魚が 「いいとこどり」

をすれば全体資源量はマイナスになる。 主伐後の再造林が経済的価値を取り戻すには 50 年の時間

が必要だ。 プラグマティズムの国が果たしてそういう中長期的な視野で経済連携の発展形を作れるか。

もし拡大再生産に失敗すると大魚は再び飢え始めるだろう。 かつての成長の宝庫は、 今度はもう枯

渇している。 その時は、大魚の食欲を鎮めるための新たなルールが、バーゼルのような取締り型のルー

ルが必要になるかもしれない。 それは不信と警戒の閉塞感漂う世界かもしれない。

全てが素人の、 的外れな妄想であればいいが。
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